
粉塵発生の少ない
クリーンな
AIREXエアーシャフト

Wind 巻くAIREX AIR SHAFT

クリーンエアシャフト1000
 CLEAN AIRSHAFT 1000

○クラス1000（※ 1）のクリーンルーム内で使用できます。
○ AIREXエアーシャフト標準タイプ（※ 2）全てに対応できます。
○コアの接触による発塵を少なくするため、ヘッドキャップ及びラグは
　樹脂部品になっています。
○クラス1000のクリーンルーム内でラグを拡縮させ、
　粒子径0.5μｍ以上の発塵量は100個 /ft3以下を確認しています。

特長

※ 1　アメリカ連邦規格 Fed.Std. 209D（１ft3中に含まれる 0.5μｍ以上の微粒子数 個 /ft3）
　　　クラス 1000とは、0.5μｍ以上の微粒子がの空間中に 1000個以下であることを示します。
※ 2　エアーシャフトシリーズの両持支持タイプ・片持支持タイプでシャフト外径 2インチ～ 6インチに対応します。



Wind 巻くAIREX AIR SHAFT

○ AIREXエアーシャフト標準タイプの
ジュラルミン製では、ラグが拡縮するさい、
内部の部品が擦れ合い大量に発塵します。

発塵量比較（72時間連続運転中にサンプリングしたデータの最大発塵量を比較）

○ AIREXクリーンエアーシャフト 1000
は粉塵発生箇所に特殊対策を施しました。
このため、部品磨耗が抑制され、粒子径 0.3
μｍ、0.5μｍの発塵量が激減しています。

○ AIREXシャフト単体で測定した発塵性
能です。コアの材質や AIREXシャフトの
運転状況により、発塵量は大きく影響され
ます。別途検討が必要です。

（1） AIREXクリーンエアーシャフト 1000の部品は洗浄しクリーンルーム内で組立。

（2） クリーンルーム外から AIREXシャフトに配管し、圧縮空気の注入排気を行い、
 ラグの拡縮を 3秒サイクル 72時間連続運転。

（3） パーティクルカウンター（米国 PMS社製HandiLaz-Mini）の吸い込み口を、
 エアーシャフトの下方 100ｍｍの位置に設置し、１時間ごとに発塵量を測定。

ラグ拡縮時の
発塵比較

発塵測定方法
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AIREX AIREXエアーシャフト標準タイプジュラルミン製

【測定シャフト仕様】外径φ75ｍｍ、本体長 250ｍｍ、ラグ円周 4等分 1列配列
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クリーンエアシャフト1000

製品改良の為、お断りなしに仕様を変更する場合がありますのでご了承ください。https://www.mitsuhashi-corp.co.jp
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